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研究要旨 

小児・思春期のがん患者では、医療者が妊孕性温存に関する情報提供に困難さを感

じることが多く、結果として患者に対して充分に妊孕性温存の情報が提供されない原

因の一つとなっている。情報提供に困難さを感じる要因は様々であるが、医療者の知

識不足や情報提供資材の不備などが挙げられる。今回、訪問視察した米国の小児医療

施設では、医療者のみならず研究者なども含めた多職種による妊孕性温存の体制が構

築されており、様々な職種が患者に関わることによって、きめ細やかな医療および研

究が実施されていた。また、視察の際に研究者らが受けたプログラムも非常に質の高

いものであり、成熟した医療教育体制の一端が伺われた。情報提供に関しては、動画

やインフォームド・アセントフォームが完成しており、その運用方法も確立されてい

た。本邦において、このような質の高い小児・思春期のがん患者に対する妊孕性温存

を実践してゆくためには、情報提供体制の整備のみならず、医療者や社会全体に対す

る妊孕性の問題の啓発と、教育を基盤とした人材育成が必要であると考えられた。 
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Ａ．研究目的 

近年、世界的に妊孕性温存治療が普及しつつ

あり、特に米国では、米国臨床腫瘍学会などの

主要な学会によって『全ての生殖可能年齢のが

ん患者に対して、原疾患の治療を行う前に妊孕

性に関する問題を話し、生殖医療の専門家に紹

介すること』が推奨され、本邦の妊孕性温存に

関するガイドラインでも迅速な妊孕性温存に

関する情報提供が推奨されている。しかしなが

ら、実際には全ての医療者が妊孕能に関して必

ずしも情報提供を行っているわけではなく、特

に小児・思春期がん患者に対する妊孕性の情報

提供において、その傾向は顕著である。その結

果、小児がん患者において半数以下の症例でし

か妊孕性に関する説明がされておらず、患者自

身も妊孕能の低下について気付いていないケ

ースが多数存在することを指摘されている(Sc

hover et al, J Clin Oncol 2002. Zebrack e

t al, Psychooncology 2004. Letourneau et 

al, Cancer 2012.)。このような情報提供の問
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題が起こる原因として、妊孕能温存治療に関す

る医療者の知識不足、ガイドラインの有無、情

報提供を行うための資材の不備、悪性腫瘍の治

療を担当する医師の認識不足や医師の中での

優先順位、診療時間の問題、家族や両親が患者

への情報提供を制限してしまう場合があるこ

と、原疾患の担当医が小児・思春期がん患者に

対して両親や家族が同伴のもとで妊孕性につ

いて話すことに困難を感じることなどが推測

されており、説明資材やチェックリストなどを

含めたオンラインソースの普及、情報提供のト

レーニングなどの必要性が望まれている(Rose

ndahl et al, Reprod Biomed Online, 2011. 

Ussher et al, Eur J Cancer Care 2016. Vin

drola-Padros et al, Psychooncology, 2016.

 Krouwel et al, Eur J Cancer Care, 2016.)。 

以上より本研究では、小児・思春期がん患者に

対する妊孕性温存の領域で先進的な医療を提

供している米国の施設への訪問調査や、小児・

思春期がん患者を扱う米国の医療者の意識調

査を通じて、本邦における小児・思春期がん患

者への妊孕性に関する情報提供システムの構

築（インフォームドアセントや資材の作成な

ど）を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

① 先進的な妊孕性温存を実践している 

施設への訪問視察（米国） 

 本領域で先進的な試みを実践している施設

で ある、米 国の Cincinnati Children’s 

Hospital（2018 年 1 月 8 日～1月 10 日）およ

び Ann & Robert H. Lurie Children’s 

Hospital of Chicago（2018 年 1 月 12 日）を

訪問し、それぞれの施設で行われている、小

児・思春期がん患者に対する妊孕性に関する情

報提供のあり方について実態調査を行った。ま

た、実際にそれらの試みに携わる医療スタッフ

とのディスカッションを行い、本邦との相違点

および共通点を抽出した。なお本調査にあたり、

両施設ともに事前に申し込みを行い、それぞれ

の施設が準備したプログラムに則ったレクチ

ャーおよびディスカッションに参加した。 

 本研究は医療者とのディスカッションが中

心となるものであり、患者への侵襲などは特に

無いものであったが、医療施設における個人情

報保護に留意した。なお、Northwestern 

University (Obstetrics and Gynecology 

Department)留学中の、岩端秀之医師、ならび

に岩端由里子医師によるサポートの元訪問視

察を行った。視察メンバーは以下の如くであ

る；鈴木直（Cincinnati Children’s Hospital

のみ）、小泉智恵、高江正道、遠藤拓、岩端秀

之（Ann & Robert H. Lurie Children’s 

Hospital of Chicago のみ）、岩端由里子（Ann 

& Robert H. Lurie Children’s Hospital of 

Chicago のみ）。 

 

② 日米両国における小児・思春期がん 

患者への情報提供に関するアンケート調

査 

本領域が先進的である米国の小児腫瘍医の妊

孕性温存に関する意識調査を行い、本邦の小児

腫瘍医との相違を検証するため、日米両国にお

ける小児腫瘍医を対象として、全 25問（約 15

分）のオンラインアンケートを作成した。アン

ケートの内容は、小児・思春期がん患者に対す

るがん告知、がん治療による性腺機能低下や妊

孕性喪失のリスクについての情報提供に関す

る実態を把握するものである。日本では日本小

児・血液がん学会会員に、米国ではシカゴの

Northwestern大学のTeresa K Woodruff, Ph.D.

および、Lurie Children’s Hospital of 

Chicago の小児腫瘍医である Erin Rowell, MD、

Amy L Walz, MD らとの共同研究として、The 

American Society of Pediatric 

Hematology/Oncology の学会会員にメールで

のオンラインアンケート送付を立案中である

（岩端由里子医師：Northwestern University 
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(Obstetrics and Gynecology Department)留学

中）。 

③ 小児・思春期がん患者の妊孕性温存に関す

る意思決定を支援するための資材開発 

 New You ビデオは米国 Northwestern 大学の

Teresa K Woodruff, Ph.D.、 Ellen Wartella, 

Ph.D.らによって製作された、10〜14 歳を対象

とした性に関する基礎知識の構築を目的とし

たアニメーションである。これは「思春期につ

いて」、「体の変化について」、「月経について」

の３編で構成されている。しかしながら、本動

画は米国の小児を対象としているため、文化

的・倫理的観点から本邦の小児への妥当性を検

証する必要性がある。そのため、本邦における

子どもを持つ医療従事者を対象に、本動画に関

するアンケート調査を行う事を立案している。

また、今後小児患者のがん治療に伴う性腺毒性

（性腺機能不全や妊孕性喪失のリスク）に関す

る理解を容易にし、患者自身が妊孕性温存に関

する意思決定を支援するための、本邦独自の資

材開発を目指す（担当、岩端由里子医師：

Northwestern University (Obstetrics and 

Gynecology Department)留学中）。 

④ 日米の性教育の違いに関する調査 

 日本における性教育に関しては、日本の公立

小学校および中学校教員に、日本の小・中学性

の各学年における性教育の内容と実践方法の

点についてインタビューを行った（担当、岩

端 由里子 医 師： Northwestern University 

(Obstetrics and Gynecology Department)留学

中）。米国に関しては、2018 年 1月の米国 Lurie 

Children’s Hospital of Chicago 視察や、米

国 Northwestern 大学の医学生数名に聞き取り

調査を行い、米国の性教育の現状を聞き取り調

査した。日米の相違点を把握することで、意思

決定ツール作成の際に参考にする。 

 

Ｃ．研究結果 

① 先進的な妊孕性温存を実践している 

施設の訪問視察（米国） 

合計 4日間の視察を通して、小児・思春期の

がん患者に対する、先進的な妊孕性温存の実施

体制を学ぶことができた。詳細は後述の視察録

および資料に示す（小児・思春期のがん患者と

その親に対する妊孕性温存に関する調査研究 

視察録 1および 2、資料 1～14参照）。 

② 日米両国における小児・思春期がん患者へ

の情報提供に関するアンケート調査 

 日本語、英語両方で全 25 問のオンラインア

ンケートを、Qualtrics というソフトウェアを

用いて 2017 年 7 月に Northwestern 大学の

Teresa K Woodruff,Ph.D.と共に英語版を作成

した。日本語版は、2017 年 8 月に聖マリアン

ナ医科大学小児科学 慶野大 助教に依頼し、ア

ンケート内容の添削を行なった。日本では基本

的に小児科は中学 3年生までを診療するため、

15〜17 歳の患者を診察しない医師も多いが、

米国では 15 歳以上も小児科医が診察すること

もあるため、現状調査の対象年齢を 7～17歳に

設定した。 

さらに 2017 年 11 月に京都府立大学小児科学 

細井創 教授にアンケート内容の確認を依頼し、

日本語版と英語版の内容を統一するなどの詳

細な調整を行なった（資料 15、16 参照）。2017

年11月米国Northwestern大学の倫理員会より

承認を得た後、2018 年 3月 5 日に聖マリアン

ナ医科大学より倫理委員会の承認を得た。さら

に 2018 年 3 月に Erin Rowell, MD、Amy L Walz, 

MD と共に英語版の内容確認・修正を行なった。

両国の小児血液・がん学会への送付開始時期を

検討中である。 

③ 小児・思春期がん患者の妊孕性温存に関す

る意思決定を支援するための資材開発 

 New You ビデオ（資料 17〜20 参照）の翻訳

を行い、字幕を作成した。今後、子どもをもつ

医療従事者を対象に、本動画が本邦に適したも

のであるかアンケート調査を行い、妥当性を検

証していく。 
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④ 日米の性教育の違いに関する調査 

 米国における性教育は、州によって異なり、

国全体で統一されていない。そのため、性教育

を受けた児童と受けていない児童において、性

に対する理解度の差が大きいことが示された。

また日本の性教育は、文部科学省の学習指導要

領に沿って小中高の保健体育の授業の一環と

して行われているため、一定の教育レベルは保

たれているが、親世代とのギャップが大きく、

親世代では子どもへの性に関する情報提供を

拒む傾向が認められた。 

 

Ｄ．考察 

①先進的な妊孕性温存を実践している 

施設の訪問視察（米国） 

今回訪問した両施設と本邦における妊孕性

温存治療を比較した場合、医学的側面において

は特に大きな相違点は認められなかった。しか

しながら、両施設ともに小児・思春期のがん患

者を対象とした施設であるため、特に若年の患

者（乳児など）に対しても積極的に妊孕性温存

治療を行っていることが印象的であった。その

ため、精巣組織凍結などの、これまで妊娠例の

報告がない極めて試験的な治療法にも取り組

んでいることが医学的な面での本邦との大き

な相違点と考えられた。さらに Cincinnati 

Children’s Hospital では小児の婦人科疾患

を専門に扱う小児婦人科医が卵巣組織凍結を

担当しており、小児病院であるにも関わらず、

安全に婦人科手術を遂行し得る体制が整って

い た 。 一 方 で Ann & Robert H. Lurie 

Children’s Hospital of Chicago では、小児

外科医が卵巣組織凍結を実施していたが、いず

れにしても本邦の医師の研修システムでは小

児外科領域と生殖内分泌領域を同時に修得す

ることは困難であり、米国の医師修練体制も妊

孕性温存の積極的な実施に寄与していると考

えられた。なお、これらを可能とするためには

妊孕性温存に関する情報提供体制の確立が不

可欠であり、両施設ともに様々な工夫ならびに

確立された情報提供方法が用いられていた。特

に多職種が積極的に妊孕性の問題に関わるこ

とにより、重厚かつきめ細やかな医療を実現す

るだけでなく、併行して臨床および基礎研究が

円滑に展開されていた。また、これらをコント

ロールする役割として、Cincinnati Children’

s Hospital では Patient Navigator（元腫瘍領

域の看護師）が配置されており、極めて重要な

役割を担っていた。さらに最も感銘を受けたこ

ととして、両施設ともに我々のような見学者に

対して系統的なプログラムやディスカッショ

ンの機会を随時提供していることが挙げられ、

質の高い医療教育体制の一端が伺われた。本邦

において、このような質の高い医療・研究・教

育を同時に展開するためには、まず医療者全体

に対する啓発と人材育成（Patient Navigator

など）が課題であり、妊孕性の問題に対する認

識をより一層広めてゆく必要性があると考え

られた。さらに、小児・思春期がん患者に対す

る妊孕性温存療法のインフォームドアセント

に関わる日本式の資材などの作成が急務であ

ると考えられた。 

② 日米両国における小児・思春期がん 

患者への情報提供に関するアンケート調査     

これまでに、がん告知における日米間の比較

に 関 す る 先 行 研 究 は 存 在 し た が

（ Saiki-Craighill, S. et al, 小児が ん 

2005)、妊孕性温存の情報提供の実態に関する

日米間の比較は検証されていなかった。米国小

児学会では、医師が 7〜14 歳の子どもに対して

アセントを得ること、また 15 歳以上にはイン

フォームド・コンセントを得ることを勧めてい

ることから、米国では小児患者本人に対しても

がん告知を行うべきであるとの考えが浸透し

ている。また米国臨床腫瘍学会（ASCO）のガイ

ドラインにおいても、がんと診断された後、治

療による性線機能不全や妊孕性喪失のリスク

の説明と妊孕性温存療法に関する情報提供を
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行うべきであると推奨されているため、小児・

思春期がん患者への情報提供体制の構築も発

展していることが予想される。本実態調査を通

して、日米間の比較を行うことで、本邦におけ

る情報提供体制の課題を見出し、改善すること

が可能であると考えられる。 

③ 小児・思春期がん患者の妊孕性温存に関す

る意思決定を支援するための資材開発 

 米国で検証された本動画の効果に関する研

究では、動画を鑑賞した小児群は動画を鑑賞し

ていない小児群と比較して有意に性に関する

知識の上昇を認めたことから、本動画は性の知

識の教育に効果的な動画であることが示唆さ

れている(Lisa B. Hurwitz. et al, J Early 

Adolesc. 2017)。しかし本動画には、妊孕性温

存に関する情報は含まれていないため、今後は

本動画を参考に、性に関する知識の教育に加え

て、妊孕性温存の理解を深める内容を含む本邦

独自の動画を制作することで、妊孕性温存に関

する意思決定を促進できることが期待される。 

④ 日米の性教育の違いに関する調査 

 本邦においては、性教育に対する意識が親世

代と子ども世代に差があり、特に親世代では性

に関する情報提供を拒む傾向があるため、今後

小児特有の倫理的配慮がなされた思春期に関

する知識や妊孕性温存療法に関する教育資材

を新たに開発し、小児・思春期患者の治療後の

性線機能不全や妊孕性喪失のリスクへの理解

を深める必要が考えられる。 

 

Ｅ．結論 

小児・思春期のがん患者に対する妊孕性温存

治療を行うにあたり、今回視察した施設では、

多職種がそれぞれ患者と関わりながら、医療者

だけでなく様々な職種が緊密な連携をとって

いることが示された。本領域の医療を発展させ

るうえでも、本邦においてもこのような連携体

制の構築が必要であり、そのためにも医療者な

らびに社会に向け、さらに妊孕性温存の概念を

浸透させることが急務といえる。次年度以降は、

日米の小児腫瘍医の妊孕性温存に関する実態

調査を終え、米国で使用されているインフォー

ムドアセントの資材を参考に、予定通り日本式

（日本人に合う）資材の作成に取り組んでいく。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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